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最新の液晶ディスプレイ
さらに鮮明な画像を出力

Latest Liquid CrystalDisplays
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最新の15型(a)と柑型(b)の液晶ディスプレイ

広視野角(上下左右柑0度),高輝度(200cd/m2),高解像度(15型=l′024×768ドット,柑型:l′Z80×l′024ドット)の最新のデイス70レイモデ

ルを示す｡

液晶表示装置は,薄型･省スペース,低消雪電力,先

鋭な全面均一フォーカス,ひずみのない両像,磁界の影

響を受けない,などの特徴に加えて,近年,大画面,高

精細,高輝度,広視野角化が実現し,応答速度以外はCTR

とほぼ同等の性能となった｡また,価格については,大

型ガラス基根による多数枚二晩りの‾吋能な大型設備の導入

や歩留りの向上などにより,その特性を考慮するとCRT

と競合する領域に入った｡現時点では,全世界的な環境

問題への取組みもあり,省エネルギー化が重視され,急

速に市場を形成しつつある｡

使用形態では,省スペースの観点から,単に机の利用

効率を上げるというだけでなく,欧米のディーリング

ルームなどのように複数のディスプレイが同時に使用さ

れたり,軽量であることから天井つり■‾‾Fげとしても使J‾‾H

されるなど,液晶ディスプレイならではの用途の多様化

が進みつつある｡

このように多様化した使用環境では,広視野角である

ことが重要である｡このため,広視野角液晶パネルの製

品化を積極的に行い,パソコン表示端末として適した駆

動技術の開発と相まって,最近の開発モデルでは,広視

野角化をさらに進めて,明るく,大型で,使いやすい機

能向__Lを図っている｡
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はじめに

液晶パネル技術が向_卜し,ディスプレイに適したCRT

並みの,以下のようなt上様が実現化され,もともとの省

スペース,省エネルギー,ひずみのない画像などの特徴

を合わせると,価格も妥当と判断される領域に入ってき

たものと考える｡

(1)大画面サイズ:13.3～20型

(2)広視野角:上下左右140度以上

(3)高輝度:200cd/m2以上

(4)高コントラスト:200:1以上

(5)高精細:1,024×768～1,280×1,024ドット

また回路では,パソコンの表示装置としてCRTディス

プレイと同等な,多種類のタイミング入力と複数解像度

人力はもちろんのこと,液占レヾネルの画素数未満の解像

度人力に対して見やすい画面を提供するため,全画面の

両案に,または全画面に近い画素数に,拡大表示する技

術が必要である｡特に,CRTとは異なってこの拡大時に

画素がディジタル的に増えるため,増えた画素に対する

輝度レベルの適切な補間処理と階調拡大め技術が重要で

あり,この技術は,滑らかで見やすい拡大画面を提供す

るポイントとなる｡

日立製作所は,液晶ディスプレイの製品化の当初から

オリジナルのLSIを開発し,この内面拡大機能と適切な

補間技術により,見やすい画面作りに努めている｡

ここでは,日立製作所が開発した,15型と18型の最新
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図1 日立製作所の液晶ディスプレイの開発マップ

日立製作所は∴夜晶ディスプレイの開発当初から,広視野角,高

解像度,明るさの向上,色度の改善を図ってきた｡
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の液晶ディスプレイについて述べる｡

液晶ディスプレイへの取組み

日立製作所は,液晶ディスプレイの広視野角技術が,

見やすくHに優しい画像を提供するための重要なポイン

トと考え,1996年7月から広視野角ディスプレイを製品

化している(図1,図2,表1参照)｡

最近では,表示サイズの大型化や輝度向上,自然な白

色色温度への改善などを行い,フル画面表示,色合い調

整機能,オートアジャスト機能を加え,さらに使いやす

い製品としている｡

15型と18型の液晶ディスプレイの最新モデルの特徴に

ついて以下に述べる｡

最新モデルの特徴

3.115型液晶ディスプレイ

15型液晶ディスプレイとして,パソコン入力専用の

"CML150Ⅹ''に加え,音声とビデオ入力が可能なマルチ

メディアディスプレイとして"CML150ⅩAV''を開発し

た｡CML150ⅩAVは,CML150Ⅹに音声とビデオブロツ
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注:略語説明 L(Light)

図2 TCO推奨の輝度均一性基準
労働環境の改善に取り組んでいる,スウェーデンの公共労働組合

団体"TCO''は,液晶ディスプレイの視野角についての基準を設定

し,視野を変化させた場合でも,明るさとコントラストの変化が規

定内に入るように推奨している｡

表l モデル別の輝度均一性
各モデルは,TCOの推奨値を満たしている｡なお18型についても,

TCOの認証を取得する予定である｡

モデル 13.3型 川.1型 15型 TCO推奨

0度 l.3 l.2 l.2 l.7以下

30度 l.3 l.2 l.Z l.7以下
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クを追加したものである(図3参照)｡

CML150ⅩとCML150ⅩAV用に新たにマルチスキャン

コンバージョン用LSIを開発し,以下の機能を実現して

使い勝手の向上を図っている｡

(1)フル両面表示:入力信号の解像度にかかわらず,液晶

パネル全面に表示

(2)拡大･等倍切換:テキスト画‾向などの拡大時の補間

処理を嫌う場合,入力信号とri‾iIじ等倍表示に切換が可能

な機能

(3)γ補正(輝度階調特性補正):赤･音･緑の入力レベ

ル対する出力輝度レベルを独立に設定し,液晶パネルで

不十分な輝度階調に対する口色の変化を最小とする機能

(4)輪郭強調選択機能:低解像度を拡大した際に,テキ

スト画面のような線を主体とした内面には,輪郭のはっ

きりした輪郭補正を得られるようにした機能

(5)画像内容によって好みの色が選択できる機能:白色

色温度は9,300K,6,500K,液晶パネル色温度,ユーザ

ー調整色温度｡生の液晶パネル色温度は入出力特性に補

正を加えない輝度優先モード,ユーザー調紫色温度はユ

ーザーの好みの色に調整が可能

CML150ⅩAVでは,パソコン端末用だけでなく,音声

とビデオ入力が可能であり,マルチメディア用端末とし

て過している｡ビデオ人力は,NTSC(NationalTele一

visionSystemCommitee),PAL(PhaseAlternationby

Line),SECAM(S如uentielCouleur左M昌moire)の各色

パソコン入力

ビデオ入力

音声入力

新開発のMSCLSl 広視野角液晶パネル

･拡大･補間処理
･R･G･B独立γ補正 ･視野角160度

･輪郭強調 ･明るさ200cd/m2
･OSD ●コントラスト比200:1

･ディザ処理

(a)CML150X

NTSC

O PAL

SECAM

色信号処理
スピーカ

｡音声増幅器l
(b)CML150XAV

注:略語説明 MSC(Multi-ScanConverter)

R･G･B(Red,Green,Blue)

OSD(0∩一ScreenDisplay)

図3 CML150XとCML150XAVのブロック図

CML150XA〉は,CML150Xに音声とビデオブロックを追加したもの

である｡MSCLS】を新たに開発し,全画面の拡大･補間処理,R･G･

B独立γ補正,輪郭強調機能を追加した｡

信号処理方式に対応し,世界の_j三安国で使用がロJ能である｡

3.218型液晶ディスプレイ

このモデルは,18型の大画面に,1,280×1,024ドット

の解像度で,上下160度の広視野角と1,677ガ色フルカラ

ー表示が‾ロー能である｡このモニタ装置の主な特徴は以下

のとおりである｡

(1)マルチスキャン機能で入力信号の解像度を自動判定

し,ユーザーの指定によってフル画商表示と非拡大の等

倍表示が吋能である｡

(2)オートアジャストボタンにより,ワンタッチで表ホ

調整が行える自動詞整機能をサポートし､容易に最適表

示が得られる｡

(3)アナログインタフェースを2人力設け､ワークステ

ーション,DOS/V削),Macintosh※2)などの複数のシステ

ム装置を使いこなすパワーユーザーなど,より多くのユ

ーザーに対応できる｡

(4)周辺機器の接続を容易に行えるUSB(Universal

SerialBus)のハブ(セルフパワードハブ)機能(アップス

トリーム×1,ダウンストリーム×4)を装備している｡

また,高解像度･高フレーム周波数の表示モードに対

応するため,A-D変換で1フレームごとに奇数ドット位

置のデータと偶数ドット位置のデータを交互にサンプリ

※1)DOS/Vは,日本アイ･ピー･エム株式会社の商品名称

である｡

井2)Macintoshは,米国Apple Computer,Inc.の商品名称

である｡
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注:○(畜数ドット)∴二)(偶数トント)

図4 データサンプリングの新方式

奇数ドット位置のデータと偶数ドット位置のデータを交互にサ

ンプリングする｡
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ングし(図4参照),そのデータをモニタ装置内のフレー

ムメモリに格納した後,フレームメモリに格納された1

画面分の映像データを順番に読み出して液晶画面に表示

する｡この方式により,A-D変換する際のサンプリング

クロックの周波数を÷にすることができるため,これま
でA-D変換が不可能であった垂直周波数が85Hzの表示

モードについてもサポート可能となる｡この機能により,

CRTからそのまま接続変更した場合に,液晶モニタでは

表示できないといった現象を減らすことができる｡

15型モデルと18型モデルの主な仕様を表2に示す｡

表2 最新モデルの主な仕様

CML150XAVでは,ビデオと音声入力も可能である｡PC-DT31馴で

は,ドットインタリーブ方式により,SXGAの垂直85Hzの信号にも

対応が可能である｡

項 目 仕 様

機種名 CML150X CML】50XAV PC-DT318【

液晶パネル 】5型広視野角 15型広視野角 18型S一丁FT

解像度 l,OZ4×768ドソトノmml′024×768ドット/mml′Z80×川24ドント/mm

視野角 上下左右16D度 上下左右160度 上下左右【60度

表示色数
l′619万色 l′6柑万色

l′677万色
(ディザ処理) (ディザ処理)

明るさ 200cd/m2 200cd/m2 200cd/m2

コントラスト ZOO:l 200:l ZOO:l

パソコン入力 アナログ アナログ
アナログ

(Z入力)

入力信号 VGA～XGA* VGA～XGA VGA～SXGA

水平周波数 24～60kHz 24～60kHz 30～-158kHz

垂直周波数 56～85Hz 56～85Hz 56～85Hz

ビデオ入力 NTSC/PAL/SECAM

オーディオ入力 ステレオ

機

能

OSD枚能 あり あり あり

USB なし なし
アップストリームXl

ダウンストリームX4

消費電力 5W以下 5 W以下 8W以下

表示調整オート

アジャスト機能
あり あり あり

画面サイズ切換 ノーマル･フル画面 ノーマル･フル画面 ノーマル･フル画面

白色色温度(K)切換9′300,6′500,ユーザー9.300,6′500,ユーザー 6′500,ユーザー

輪郭補正 あり あり なし

TCO視野角基準 対応可能 対応可能 対応可能

注:略語説明ほか

VGA(VideoGraphicsArray),XGA(ExtendedGraphicsArray)

SXGA(SuperExtendedGraphicsArray)
* XGAは,米国における米国Internation∂lBusinessM∂ChinesCorp,の

登毒責商標である｡
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りに

ここでは,日立製作所の15型と18型の最新の液晶ディ

スプレイについて述べた｡

今後の課題として,液晶パネルについては,いっそう

の価格低減,広視野角化(全周囲),開口率アップによる

低消費電力化,最適液晶材料による応答速度の向上が期

待され,回路の分野では,伝送路の影響を受けないディ

ジタル入力化が進むものと考える｡今後ますます多様化

する用途に向けて,見やすく,使いやすい液晶ディスプ

レイの開発に努めていく考えである｡
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